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2013年度住宅関連施策
を読み解く

進む省エネ・低炭素化
特集
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●補助率：費用の１/２ ●補助金上限： １６５ 万円/戸（中小工務店）  ゼロ・
エネルギー
住宅

住宅のゼロ・エネルギー化
推進事業（国土交通省）

ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウス支援事業（経済産業省）

太陽光発電の固定価格買取制度

●補助率：費用の１/２ ●補助金上限： 350 万円/戸（建築主・所有者）  

＊継続の予定。公募時期は未定。補助金上限は変更の可能性あり
＊経済産業省の支援事業に、高性能な断熱材等を導入したリフォームに対する補助が追加。補助率は１/３になる見込み

省エネ設備に
関する優遇

省エネ改修に
関する支援

太陽光発電システム導入補助金 ●補助金：３.５万円/kW
   （１kW当たりの補助対象経費が3.5万円超～47.5万円） 

定置用リチウムイオン蓄電池導入補助金

●補助金：３万円/kW
　（１kW当たりの補助対象経費

●買取価格：４２円/kWh（10kW未満の住宅用） 

2013 20142012

＊継続の予定。買取価格単価は引き下げられる見通し

＊継続の予定。補助金額、応募期日などについては未定２０１３年３月２９日までの申込

２０１２年６月２２日までの公募申込

２０１２年９月４日までの公募申込

２０１３年３月３１日までの手続終了

●補助率：蓄電システム機器費用の１/３ ●補助金上限：１００万円（個人） ２０１３年１２月末までの予約申請

HEMS導入補助金

エネファーム導入補助金

住宅・建築物の省エネ改修 ●補助率：費用の１/３ 
●バリアフリー改修を併せて行う場合は限度額に25万円を加算

●補助金上限：５０万円/戸（住宅）

●補助金：１０万円  ２０１４年１月末までの申請＊申請金額が予算に達した場合は終了 ＊補助額は２０１３年度に引き下げの予定

①所有権の保存登記：0.1%  ②所有権の移転登記：0.1%

＊継続の予定。補助金上限については未定●補助率：1/2 ●補助金上限：50万円 ●補助率：１/２
●補助金上限：45万円

耐震改修に
関する支援 耐震改修促進事業 ●住宅の耐震診断の助成：国と地方公共団体で２/３ ２０１３年度末まで、国と地方で3０万円/戸 を加算●住宅の耐震改修、 建て替えの助成：国と地方公共団体で２３％

＊【フラット３５】Ｓとして継続予定。詳細は未定
＊2012年12月4日以後に受け取る【フラット】35Ｓ（Ａプラン）の省エネ性能基準に「認定低炭素住宅」を追加

＊継続の予定。

住宅ローンに
関する金利優遇 【フラット３５】Ｓ

●補助率：建設費の1割以内    ●補助金上限：100万円・地域材使用：２０万円  地域材活用促進 地域型住宅ブランド化

長期優良住宅
普及促進税制

認定低炭素住宅
促進のための
特例措置

住宅ローン減税

投資型減税

登録免許税

＊農林水産省（林野庁）が２０１２年度補正予算で４１０億円計上 ＊ポイント制度の詳細については夏ごろまでに決定する見通し木材利用ポイント

＊緊急推進事業として2012年度補正予算に50億円計上
＊2013年度は補助対象に耐震改修がプラスされて継続の予定

●【フラット３５】 Ｓエコ ：当初5年間の金利を０.７％引き下げ　

●標準的な性能強化費用相当額（上限500万円）の１０％相当額をその年の ２０１３年１２月31日までの入居

①所有権の保存登記：0.1％（一般住宅は０.１５％）        ②所有権の移転登記：戸建て ２０１4年3月31日までの取得

●課税額の控除額が1,300万円（一般住宅は1,200万円） ２０１4年3月31日までの取得

●１０年間で最大４００万円の所得税控除 ●１０年間で最大300万円の所得税控除

●120㎡までの部分について、一戸建ては5年間、マンションは7年間（一般住宅一戸 建ては3年間、マンションは5年間）税額1/2軽減 ２０１4年3月31日までの取得

●１０年間で最大300万円の所得税控除（一般住宅は10年間で最大200万円）●１０年間で最大４００万円の所得税控除
    （一般住宅は10年間で最大300万円） ２０１2年12月31日 までの入居 ２０１３年１２月31日までの入居

２０１３年１２月31日までの入居

２０１4年3月31日までの取得

不動産取得税

固定資産税

住宅ローン減税 ２０１2年12月 31日までの入居

●省エネ性または耐震性を満たす住宅は、非課税枠1,500万円
　（一般住宅は1,000万円） ●省エネ性または耐震性を満たす住宅は、非課税枠1,200万円（一般住宅は700万円） １2月31日までの贈与

２０１3年 ●省エネ性または耐震性を満たす住宅は、非課税枠
1,000万円

２０１4年
12月31日
までの贈与

住宅資金贈与に
関する優遇税制

住宅資金の贈与税非課税枠

相続時精算課税選択の特例 ●精算課税枠2,500万円 ＊親の年齢が65歳未満の場合も選択可能の特例措置を2014年12月31日まで延長 ２０１4年12月31日までの贈与

●２０１３年９月末までの請負契約→消費税率5％ ●２０１４年３月末までの引き渡し→消費税率5％
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２０１３年３月２９日までの申込

が47.5万円超～55万円）

＊10万円を下回る場合は、1,000円以下を切り捨てた金額

/戸

0.2％マンション0.1％（一般住宅は０.３％）

所得税額から控除

２０１2年12月 31日までの贈与

２０１２年１０月３１日までの申込

２０１3年3月31日までの申込
●【フラット３５】 Ｓベーシック：金利を０.3％引き下げ　 Ａプラン（当初10年間）、     Ｂプラン（当初5年間）　

＊地域材使用20万円の上乗せは休止する

（一般住宅は500万円）

地域材を活用した木造住宅などに
ポイントを付与する新制度

＊消費税増税が実施の場合、
　延長・拡充予定

＊消費税増税が実施の場合、
　延長・拡充予定

＊消費税増税が実施の場合、
　延長・拡充予定

年 4 1月 日 4 1月 日年 年

省エネ住宅
に関する
優遇

継続

継続

継続

継続

継続

継続

復活

拡充

継続

継続

新規

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

●補助率：費用の１/２ ●補助金上限： １６５ 万円/戸（中小工務店）  ゼロ・
エネルギー
住宅

住宅のゼロ・エネルギー化
推進事業（国土交通省）

ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウス支援事業（経済産業省）

太陽光発電の固定価格買取制度

●補助率：費用の１/２ ●補助金上限： 350 万円/戸（建築主・所有者）  

＊継続の予定。公募時期は未定。補助金上限は変更の可能性あり
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＊【フラット３５】Ｓとして継続予定。詳細は未定
＊2012年12月4日以後に受け取る【フラット】35Ｓ（Ａプラン）の省エネ性能基準に「認定低炭素住宅」を追加

＊継続の予定。
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登録免許税

＊農林水産省（林野庁）が２０１２年度補正予算で４１０億円計上 ＊ポイント制度の詳細については夏ごろまでに決定する見通し木材利用ポイント

＊緊急推進事業として2012年度補正予算に50億円計上
＊2013年度は補助対象に耐震改修がプラスされて継続の予定

●【フラット３５】 Ｓエコ ：当初5年間の金利を０.７％引き下げ　

●標準的な性能強化費用相当額（上限500万円）の１０％相当額をその年の ２０１３年１２月31日までの入居

①所有権の保存登記：0.1％（一般住宅は０.１５％）        ②所有権の移転登記：戸建て ２０１4年3月31日までの取得

●課税額の控除額が1,300万円（一般住宅は1,200万円） ２０１4年3月31日までの取得

●１０年間で最大４００万円の所得税控除 ●１０年間で最大300万円の所得税控除

●120㎡までの部分について、一戸建ては5年間、マンションは7年間（一般住宅一戸 建ては3年間、マンションは5年間）税額1/2軽減 ２０１4年3月31日までの取得
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住宅ローン減税 ２０１2年12月 31日までの入居

●省エネ性または耐震性を満たす住宅は、非課税枠1,500万円
　（一般住宅は1,000万円） ●省エネ性または耐震性を満たす住宅は、非課税枠1,200万円（一般住宅は700万円） １2月31日までの贈与

２０１3年 ●省エネ性または耐震性を満たす住宅は、非課税枠
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住宅資金の贈与税非課税枠

相続時精算課税選択の特例 ●精算課税枠2,500万円 ＊親の年齢が65歳未満の場合も選択可能の特例措置を2014年12月31日まで延長 ２０１4年12月31日までの贈与

●２０１３年９月末までの請負契約→消費税率5％ ●２０１４年３月末までの引き渡し→消費税率5％
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所得税額から控除

２０１2年12月 31日までの贈与

２０１２年１０月３１日までの申込

２０１3年3月31日までの申込
●【フラット３５】 Ｓベーシック：金利を０.3％引き下げ　 Ａプラン（当初10年間）、     Ｂプラン（当初5年間）　

＊地域材使用20万円の上乗せは休止する

（一般住宅は500万円）

地域材を活用した木造住宅などに
ポイントを付与する新制度

＊消費税増税が実施の場合、
　延長・拡充予定

＊消費税増税が実施の場合、
　延長・拡充予定

＊消費税増税が実施の場合、
　延長・拡充予定

住宅の新しい「省エネルギー基準」が、10月から施行される。改正された省エネ基準は、「一次エネルギー消費量」が評価基準の指標となる。
２０２０年までの省エネ基準適合義務化に向け、いよいよ住宅の「低炭素化」、「ゼロ・エネルギー化」に拍車がかかる。
今号では、2013年度の住宅関連施策を概観するとともに、「改正省エネ基準」の概要、消費税率アップと住宅購入の関係などを紹介する。

＊	下記の表は、２月末時点の情報に基づい
ており、まだ確定していない内容も一部
含みます（2013年度予算の国会審議の動
向により内容が変わる場合があります）。

＊	予算金額に達した場合、予定よりも早期
に終了する場合があります。

住宅取得優遇策一覧

＊詳しくは P6 へ消費税率アップと住宅取得

2013年度 住宅関 連施策を読み解く
進む省エネ・低炭素化特集

＊リフォームについても、減税措置があります。詳細は「㈳住宅リフォーム推進協議会」ＨＰ等をご覧ください。
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の
ベ
ー
ス

に
な
る
と
と
も
に
、
今
後
は
住
宅
性
能
表
示
や

長
期
優
良
住
宅
な
ど
の
基
準
と
も
調
整
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
建
物
の
規
模
に
応
じ
て
段
階
的
に
で
す
が
、

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
新
築
に
関
し
て
は
住
宅

も
、新
基
準
へ
の
適
合
が
義
務
化
す
る
予
定
で
す
。

 「
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
」の
補
助
が
復
活
し
ま
す
。

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く

　

今
回
の
省
エ
ネ
基
準
改
正
で
は
、
省
エ
ネ
基

準
を
断
熱
だ
け
で
な
く
、
暖
冷
房
や
給
湯
な
ど

の
設
備
も
併
せ
て
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と

し
て
評
価
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
住
宅
の

省
エ
ネ
性
能
を
総
合
的
に
評
価
す
る
点
で
、
考

え
方
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
更
さ
れ
た
と
言

　

外
皮
の
断
熱
性
能
は
、「
総
熱
損
失
量
」（
建

物
か
ら
奪
わ
れ
る
熱
量
）
を
「
延
べ
床
面
積
」

で
割
っ
た
「
Ｑ
値
」
に
よ
る
基
準
か
ら
、「
総

熱
損
失
量
」を「
外
皮
表
面
積
」の
合
計
で
割
っ

た
「
外
皮
平
均
熱
貫
流
率
（
Ｕ
Ａ
）」
に
よ
る

基
準
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
変
更
に
よ
り
、
住

宅
の
規
模
の
大
小
や
住
宅
の
形
状
に
か
か
わ
ら

ず
、同
一
の
基
準
値
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
今
ま
で
Ｑ
値
基
準
を
満
た
す
断
熱
材
の

施
工
が
難
し
か
っ
た
小
規
模
住
宅
な
ど
は
、
設

備
の
省
エ
ネ
対
策
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
基
準
の
達

成
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
日
射
遮
蔽
性
能
に

つ
い
て
は
、「
夏
期
日
射
取
得
係
数
」に
代
わ
り
、

外
皮
表
面
積
当
た
り
で
算
出
す
る
「
冷
房
期
平

均
日
射
熱
取
得
率
」
が
新
指
標
と
な
る
。

　

な
お
、
昨
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
「
低
炭
素

建
築
物
」
の
認
定
基
準
で
は
、
低
炭
素
住
宅
は

新
省
エ
ネ
基
準
よ
り
10
％
以
上
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
削
減
と
低
炭
素
化
に
役
立
つ
対
策

を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て
、
耐
震

化
の
促
進
、
省
エ
ネ
・
環
境
対
策
の
推
進
、
リ

フ
ォ
ー
ム
市
場
・
中
古
住
宅
流
通
の
整
備
、
地

域
に
お
け
る
木
造
住
宅
生
産
の
強
化
な
ど
が
上

げ
ら
れ
ま
す
。中
で
も
耐
震
化
に
関
し
て
は
、「
耐

震
改
修
に
対
す
る
補
助
金
の
上
乗
せ
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
改
修
・
建
て
替
え
に
は
、
す
で

に
国
と
地
方
公
共
団
体
が
23
％
補
助
す
る
支

援
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、｢

１
戸
当
た
り
国
と

地
方
で
30
万
円
の
加
算
」
が
緊
急
措
置
と
し

て
、
ま
ず
補
正
予
算
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

２
０
１
３
年
度
末
ま
で
の
時
限
措
置
と
な
る
予

定
で
す
。

　

住
宅
は
、
現
行
で
は
耐
震
診
断･

改
修
に
規

定
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
国
会
提
出
予
定
の
「
耐

震
改
修
促
進
法
改
正
」
で
は
、
多
く
の
人
が
利

用
す
る
建
築
物
と
同
じ
様
に
、
住
宅
も
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
の
努
力
義
務
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
補
助
を
も
う
少
し
手
厚

く
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

13
年
ぶ
り
に
見
直
し
が
行
わ
れ
た
「
省
エ
ネ

基
準
」
は
、
従
来
の
外
壁
や
窓
の
断
熱
性
を
仕

様
な
ど
に
よ
り
評
価
す
る
方
法
か
ら
、「
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
」
を
指
標
と
し
て
、
建
物

全
体
の
省
エ
ネ
性
能
を
総
合
的
に
評
価
す
る
評

価
方
法
に
変
わ
っ
た
。
外
皮
の
断
熱
水
準
は
、

次
世
代
省
エ
ネ
基
準
程
度
と
す
る
。

 

「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
」
は
、
外
皮
の
断

熱
性
能
に
加
え
、
省
エ
ネ
効
果
の
大
き
い
暖
冷

房
、
換
気
、
照
明
、
給
湯
、
家
電
・
調
理
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
削
減
な
ど
か
ら
算
定
す
る
。

　

省
エ
ネ
手
法
を
加
味
し
た
「
設
計
仕
様
」
の

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
、
条
件
（
地
域
区

分
や
床
面
積
な
ど
）
を
同
じ
に
し
た
「
基
準
仕

様
」
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で
割
っ
た
値

が
１
以
下
に
な
る
こ
と
が
基
本
。

お
休
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
補
正
予
算
と
来

年
度
予
算
に
「
住
宅
・
建
築
物
省
エ
ネ
改
修
等

推
進
事
業
」
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

補
正
予
算
分
は
、
す
で
に
具
体
的
な
内
容
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
壁
や
天
井
な
ど
の
省

エ
ネ
改
修
工
事
と
併
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
を
行
う
と
、
補
助
金
の
限
度
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
当
初
予
算
で
は
省
エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
加
え
て
耐
震
化
を
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
実

施
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
負
担
増
を
緩
和
す
る
た
め
、「
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
」
は
４
年
間
延
長
し
、
２
０
１
４

年
４
月
か
ら
は
最
大
控
除
額
を
拡
充
し
ま
す
。

給
付
措
置
を
ど
う
す
る
か
な
ど
も
含
め
具
体
的

な
制
度
設
計
は
、
今
年
の
夏
ま
で
に
明
ら
か
に

す
る
予
定
で
す
。

　

消
費
税
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
請
負
契

約
の
６
ヵ
月
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
れ
ば
、

２
０
１
３
年
９
月
末
ま
で
の
契
約
は
旧
税
の
適

用
と
な
る
こ
と
で
す
。
住
宅
に
つ
い
て
は
、
消

費
税
は
実
質
上
今
年
の
10
月
か
ら
始
ま
る
と
も

言
え
ま
す
。
た
だ
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡

充
措
置
は
、
あ
く
ま
で
２
０
１
４
年
４
月
に
消

費
税
率
が
８
％
に
な
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
あ

る
こ
と
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
重
点
施
策
は
ほ
ぼ
継
続
と
な
り
ま

す
。
地
域
材
を
活
用
し
た
木
造
住
宅
の
強
化
は

「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
で
引
き
続
き

支
援
を
行
い
ま
す
。
た
だ
、
林
野
庁
の
新
し
い

補
助
事
業
の
「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
」
が
始
ま

る
の
で
、
地
域
材
活
用
の
上
乗
せ
補
助
は
自
粛

し
ま
す
。「
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
推
進
事
業
」

や
「
中
古
住
宅・リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
」

な
ど
も
継
続
と
な
り
ま
す
。　

耐
震
改
修
、
省
エ
ネ
改
修
に

新
た
な
補
助
金

「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
」が

	

評
価
基
準
の
指
標
と
な
る

２
０
１
３
年
度
の
住
宅
関
連
施
策
を
チ
ェ
ッ
ク
─
─

インタビュー

住
宅
関
連
の
２
０
１
３
年
度
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
住
宅
局
の

伊
藤
明
子
氏
に
う
か
が
っ
た
。

大
き
く
変
わ
っ
た
住
宅
の
「
省
エ
ネ
基
準
」
の
変
更
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。
ま
た	

事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
ら
よ
い
か
を
、
国
土
交
通
省
不
動
産
流
通	

市
場
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
の
清
水
英
雄
氏
に
解
説
し
て
い
た
だ
く
。

■ 住宅の耐震改修に30万円の補助上乗せ

■ 住宅の省エネ改修補助が復活

要
件

補
助
金

1

2

3

補
助
対
象

1

2

3

耐震診断

国と地方で
の補助23％

国と地方で

を加算
30万円 /戸

耐震改修、
建て替え

国と地方で

の補助
２/3

（2013 年度末までの時限措置）

壁、天井、窓などの省エネ改修、かつ10％以上
のエネルギー消費量の削減が見込まれること

省エネ改修工事費用

バリアフリー改修工事費用（省エネ改修
工事と併せて行う）（2012年度補正予算から）

耐震改修工事費用（省エネ改修工事と併せ
て行う）（2013年度予算から）

補助率は１/３（耐震改修は11.5％）

上限は 50万円 /戸

バリアフリー改修または耐震改修を併せ
て行う場合は上限に 25万円加算

■ 住宅の省エネルギー基準の改正点

■ 一次エネルギー消費量

外皮の断熱性 
● 外皮平均熱貫流率（UA)
● 冷房期平均日射熱取得率

外皮の断熱性 
● Q 値
● 夏期日射取得係数

地域区分 
●Ⅰ～Ⅵ地域（６区分）

地域区分 
●１～８地域（８区分）

（旧Ⅰ地域、Ⅳ地域を２区分して細分化）

一次エネルギー消費量 

●
 断熱
性能

設備
性能＋ － 太陽光

発電

1999年基準
（次世代省エネ基準）

2012年基準
（改正省エネ基準）

太陽光発電による再生可能
エネルギー導入量

暖冷房エネルギー消費量
断熱性能

太陽光発電設備の設置

設備
効率の
向上

外皮の
断熱化 
日射の
遮蔽・取得 
通風利用 
躯体蓄熱 
熱交換換気
の採用

調光 
照明制御

節湯型器具
の採用 
浴槽の断熱化
太陽熱温水器
の設置 

（1999 年基準相当）

換気エネルギー消費量

照明エネルギー消費量

給湯エネルギー消費量

設計一次エネルギー消費量

家電などエネルギー消費量
＊

効率化 負荷の削減

エネルギーの創出

設計仕様
（省エネ手法を加味）

＋

＋

＋

＋

－

設計一次エネルギー消費量 ÷ 基準一次エネルギー消費量 1＝＜

＊家電などは省エネ手法を考慮しない

清水英雄氏
清水英雄事務所株式会社
代表

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
は
２
月
末
時
点
の
情
報
に
基
づ
い
て
い
ま
す
）

伊藤明子氏
国土交通省 住宅局　
住宅生産課長

断
熱
は｢

Ｑ
値
基
準
値｣

か
ら

｢

Ｕ
Ａ
基
準
値｣

へ

　今回の省エネ基準改正は画期
的なものだと思います。日本の
住宅産業の転換点となる改正と
も言えるでしょう。「省エネを考
えた良い家」から「省エネが数
値に置き換わる家」を建てる新
しい時代に入ったと言えます。欧
米の省エネ表示は、一次エネル
ギー消費量が一般的ですから、
これで世界標準となりました。
数値計算が若干複雑で面倒です
が、それはより正確な省エネ基
準値を出すためです。
　これからは断熱性能を出すに
も、外皮表面積計算や方位別計
算など、大変になるのは確かで
す。だからと言って、「難しい」と
放り投げてはもったいないと思
います。これは一つのビジネス
チャンスなんです。近い将来確
実に、低炭素・ゼロエネルギー
住宅の方向へ世の中は動きます。
そして新築だけでなくリフォーム・
中古流通、設備機器とあらゆる
分野とリンクしながら、省エネ

のビジネスは広がっていくでしょ
う。そこで新たなビジネスをつか
み取っていただきたい。
 「今回の改正で工務店さんは
いったい何に困っているのか」を、
流通の方々に聞き出してもらうこ
とを、期待しています。計算が
できないのか、申請の手順が面
倒なのか。もしかしたら消費者へ
省エネ制度をどう伝えていいか
分からない、ということもあるで
しょう。あるいは建材から設備
までセットで提案してほしいとい
うことかもしれません。こうした
問題点を聞き出し、企業や業界
にフィードバックし、サポート体
制をつくる。これからは１社対応
ではなく、業界全体でトータルな
提案をしていくことが求められる
と思います。

流通に期待さ
れる

工務店へのサ
ポート

設
備
に
省
エ
ネ
手
法
を
加
え
た

「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
」を
算
定

耐
震
改
修
に
力
を
入
れ
る

省
エ
ネ
新
基
準
の
仕
様
例
を
提
示

省
エ
ネ
改
修
の
補
助
が
復
活

住
宅
関
連
の
重
点
施
策
は
継
続

ここが変わっ
た

「省エネ基準
」
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■
「
引
き
渡
し
時
期
」で
税
率
は
決
ま
る

　

２
０
１
４
年
４
月
と
２
０
１
５
年
10
月
に
消

費
税
率
の
ア
ッ
プ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
消
費

税
率
の
適
用
は
、
住
宅
引
き
渡
し
時
期
、
請
負

契
約
時
期
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。

　

ま
ず
、
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
の
は
、「
住

宅
が
引
き
渡
さ
れ
る
時
期
だ
」
と
い
う
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

２
０
１
４
年
４
月
１
日
に
消
費
税
率
が
８
％

に
上
が
る
場
合
、
引
き
渡
し
が
２
０
１
４
年
３

月
末
ま
で
の
場
合
は
現
行
の
５
％
の
消
費
税
、

４
月
１
日
以
降
な
ら
消
費
税
は
８
％
と
な
る
。

売
買
契
約
を
増
税
前
に
結
ん
で
い
て
も
、
引
き

渡
し
日
が
増
税
後
で
は
、
新
税
率
が
適
用
さ
れ

る
。

■
「
請
負
契
約
」
の
場
合
は
特
例
あ
り

　

た
だ
し
、
注
文
住
宅
な
ど
請
負
工
事
の
場
合

は
、「
消
費
税
引
き
上
げ
日
の
６
ヵ
月
前
ま
で

の
契
約
に
つ
い
て
、旧
消
費
税
率
を
適
用
す
る
」

と
い
う
、
前
回
の
増
税
時
に
と
ら
れ
た
経
過
措

置
が
、
今
回
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
れ
ば
、
事

情
は
変
わ
る
。
つ
ま
り
、
工
事
請
負
契
約
を

２
０
１
３
年
９
月
末
ま
で
に
結
ん
だ
場
合
は
、

引
き
渡
し
日
が
増
税
後
の
２
０
１
４
年
４
月
１

日
以
降
で
も
、
消
費
税
率
は
８
％
で
は
な
く
現

行
の
５
％
が
適
用
さ
れ
る
。（
資
材
調
達
に
関

し
て
は
、
売
買
契
約
の
た
め
経
過
措
置
の
対
象

外
と
な
る
）

　

新
し
い
省
エ
ネ
基
準
は
、
外
皮

計
算
が
た
い
へ
ん
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。
手
作
業
で
数
字
を
計
算

シ
ー
ト
に
入
れ
て
い
く
と
、
膨
大

な
作
業
と
な
る
。
温
熱
環
境
上
の

区
分
と
方
位
別
に
面
積
を
拾
い
直

す
の
も
面
倒
な
作
業
だ
。
住
宅
１

軒
分
で
計
算
に
丸
１
日
か
か
る
こ

と
も
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
外
皮
計
算
サ
ポ
ー
ト
ソ
フ
ト

が
い
ろ
い
ろ
と
出
始
め
て
い
る
。

　

株
式
会
社
サ
ー
ド
ア
イ
が
開
発

し
た「
外
皮
性
能
計
算
シ
ス
テ
ム
」

も
そ
の
一
つ
だ
。
エ
ク
セ
ル
の
計

算
シ
ー
ト
と
入
力
用
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
が

連
動
し
、
自
動
計
算
を
行
う
。

　

計
算
シ
ー
ト
に
断
熱
仕
様
を
入

力
す
る
と
Ｕ
値
（
熱
貫
流
率
）
を

自
動
計
算
。
次
に
、
住
宅
の
高
さ

と
外
形
、
方
位
を
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
入
力

す
る
と
、
自
動
で
外
皮
性
能
が
計

算
さ
れ
る
。
そ
こ
に
設
備
ス
ペ
ッ

ク
を
加
え
れ
ば
、
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
が
出
る
仕
組
み
だ
。

作
業
は
１
時
間
程
度
で
終
わ
る
。

　

価
格
は
９
万
９
８
０
０
円
（
税

別
）。「
外
皮
性
能
計
算
シ
ー
ト
」

と
「
外
皮
性
能
計
算
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
は
、

サ
ー
ド
ア
イ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
（http://

w
w

w
.3rdeye.co.jp/

）。ま
た
、

工
法
や
プ
ラ
ン
な
ど
へ
の
応
用
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
講
習
会
も
開
い
て

い
る
。

消費税８％はいつから適用されるか？

「
外
皮
性
能
計
算
シ
ス
テ
ム
」で
自
動
計
算

■ CADで入力し、シートで自動計算

■ 「外皮性能計算システム」の仕組み

外皮性能計算シート

外皮性能計算シート

外皮性能計算 CAD

基準値 UA 、ηAを
チェック！

シートに断熱仕様を入力して
U値が計算（自動計算）。

住宅の高さと外形を
CADで入力する。

WEBアプリ
認定戸建て用
算定プログラム

設備スペック

一次消費エネルギー (GJ)

部位の U 値等

方位･面積等

CADとシートがリンクしてい
るので自動で外皮性能が計算
される。

■ 消費税と請負契約、引き渡しの関係（経過措置適用の場合）

３月
2013年 201４年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

消費税率５％

税率５％

税率５％

税率８％

消費税率８％

１０月 ４月

請負契約

請負契約

引き渡し
２０１４年３月３１日まで
に引き渡し

２０１３年９月３０日まで
に契約

２０１３年１０月１日以降
に契約

引き渡し

引き渡し

３月
2013年 201４年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ５月 ６月 ７月

消費税率５％

税率５％

税率５％

税率８％

消費税率８％

１０月 ４月

新税率が適用される
６ヵ月前の１０月１日 消費税率が８％に

上がる予定の４月１日

請負契約請負契約

新税率が適用される
６ヵ月前の１０月１日 消費税率が８％に

上がる予定の４月１日

簡単
便利！

March 2013 6



　
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
八
重
の
桜
』
が
好
評
の
よ

う
だ
。
会
津
藩
の
居
城
鶴
ヶ
城
の
天
守
閣
か
ら

北
東
約
３
㎞
の
飯
森
山
中
腹
に
は
白
虎
隊
士
の

墓
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
参
拝
に
向
か
う
道
の
途
中
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
小
さ
な
塔

を
訪
れ
る
人
は
少
な
い
。
そ
の
塔
と
は
、
正
式
名
称
を
「
旧

正し
ょ
う

宗そ
う

寺じ

・
円え

ん

通つ
う

三さ
ん

匝そ
う

堂ど
う

」
と
い
う
仏
堂
で
、
１
７
９
６
年
に

建
立
さ
れ
た
国
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
。

　

そ
の
巻
貝
の
よ
う
に
渦
巻
い
て
見
え
る
外
観
か
ら
「
さ
ざ

え
堂
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
奇
異
な
の
は
そ
の
内

部
で
、
螺
旋
構
造
、
そ
れ
も
二
重
な
の
で
あ
る
。

　

塔
の
高
さ
は
約
16 m
、
真
上
か
ら
見
た
形
は
六
角
形
で
あ

る
。
正
面
か
ら
右
回
り
の
斜
路
が
始
ま
る
。
螺
旋
状
に
続
く

斜
路
の
勾
配
は
20
％
程
度
で
、
床
に
多
く
の
横
木
が
す
べ
り

止
め
に
渡
さ
れ
て
い
る
。
天
井
ま
で
の
高
さ
は
約
１・８
m
、

い
わ
ゆ
る
一
間
程
度
で
、
幅
は
そ
れ
よ
り
少
し
狭
い
。
す
べ

て
木
で
構
成
さ
れ
た
斜
路
は
窓
か
ら
入
る
日
差
し
と
相
ま
っ

て
、
木
な
ら
で
は
の
や
さ
し
い
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

斜
路
を
一
周
半
上
る
と
最
上
部
の
太
鼓
橋
と
呼
ば
れ
る
廊

下
に
た
ど
り
着
く
。
そ
こ
を
渡
る
と
、
上
っ
て
来
た
斜
路
の

下
を
、
今
度
は
左
回
り
に
一
周
半
下
り
、
塔
の
背
面
か
ら
出

る
。
か
つ
て
は
、
斜
路
の
内
側
の
壁
に
西
国
札
所
の
三
十
三

観
音
像
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
一
度
入
る
と
巡
礼
を
終
え
た
こ

と
に
な
る
と
い
わ
れ
た
。
参
拝
者
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
た
め
、
同
じ
所
を
通
ら
ず
に
、
上
っ
て
下
る
一
本
道
に
し

た
実
に
便
利
な
仏
堂
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
住
職
の
郁い

く

堂ど
う

和
尚
が
二に

重じ
ゅ
う

紙こ

縒よ

り
の
夢
を
見

て
、
想
い
つ
い
た
と
い
う
。
幅
が
一
定
に
つ
く
ら
れ
た
斜
路

を
支
え
、
六
角
形
を
つ
く
る
６
本
の
芯
柱
と
隅
柱
は
、
内
側

に
や
や
傾
い
て
い
る
。
そ
の
柱
同
士
を
、
斜
路
と
同
じ
勾
配

の
斜
め
材
で
繋
い
で
い
る
た
め
、
接
合
部
は
極
め
て
複
雑
で

あ
る
。
当
時
と
し
て
は
高
度
な
技
術
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
、
郁
堂
和
尚
の
発
想
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ

れ
を
実
現
し
た
棟
梁
の
意
気
込
み
に
敬
服
す
る
。

Ｎ

二
重
螺
旋
を
上
っ
て
下
る

会
津
さ
ざ
え
堂  

福
島
県
会
津
若
松
市

一
般
社
団
法
人
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会 

会
誌
編
集
担
当  

塚
本
敏
行

福島県
会津若松市

【  こうき - しん  】

堂内最上部の太鼓橋

写真左：photo library   写真右：Toshiyuki Tsukamoto

■
「
引
き
渡
し
時
期
」で
税
率
は
決
ま
る

　

２
０
１
４
年
４
月
と
２
０
１
５
年
10
月
に
消

費
税
率
の
ア
ッ
プ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
消
費

税
率
の
適
用
は
、
住
宅
引
き
渡
し
時
期
、
請
負

契
約
時
期
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。

　

ま
ず
、
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
の
は
、「
住

宅
が
引
き
渡
さ
れ
る
時
期
だ
」
と
い
う
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

２
０
１
４
年
４
月
１
日
に
消
費
税
率
が
８
％

に
上
が
る
場
合
、
引
き
渡
し
が
２
０
１
４
年
３

月
末
ま
で
の
場
合
は
現
行
の
５
％
の
消
費
税
、

４
月
１
日
以
降
な
ら
消
費
税
は
８
％
と
な
る
。

売
買
契
約
を
増
税
前
に
結
ん
で
い
て
も
、
引
き

渡
し
日
が
増
税
後
で
は
、
新
税
率
が
適
用
さ
れ

る
。

■
「
請
負
契
約
」
の
場
合
は
特
例
あ
り

　

た
だ
し
、
注
文
住
宅
な
ど
請
負
工
事
の
場
合

は
、「
消
費
税
引
き
上
げ
日
の
６
ヵ
月
前
ま
で

の
契
約
に
つ
い
て
、旧
消
費
税
率
を
適
用
す
る
」

と
い
う
、
前
回
の
増
税
時
に
と
ら
れ
た
経
過
措

置
が
、
今
回
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
れ
ば
、
事

情
は
変
わ
る
。
つ
ま
り
、
工
事
請
負
契
約
を

２
０
１
３
年
９
月
末
ま
で
に
結
ん
だ
場
合
は
、

引
き
渡
し
日
が
増
税
後
の
２
０
１
４
年
４
月
１

日
以
降
で
も
、
消
費
税
率
は
８
％
で
は
な
く
現

行
の
５
％
が
適
用
さ
れ
る
。（
資
材
調
達
に
関

し
て
は
、
売
買
契
約
の
た
め
経
過
措
置
の
対
象

外
と
な
る
）
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岩手県奥州市水沢区羽田町字堀ノ内45■ 本　社

1852年■ 創　業

57名■ 従業員

9000万円■ 資本金

南部鉄器・南部鉄瓶製造販売
■ 事業内容

及
おい

源
げん

鋳造 株式会社

南
部
鉄
器
の
溶
解
・
造
型
作
業
。
砂
型
に
流
し
込
ま
れ
る
鉄
の
温
度
は

１
５
０
０
度
に
も
達
す
る

ト
ナ
ー
』と
し
て
、南
部
鉄
器
を
ど
の
よ
う
に
使
っ

て
い
た
だ
け
る
の
か
。
自
分
が
女
性
で
あ
る
こ
と

は
、
作
る
側
の
思
い
込
み
で
は
な
い
、
生
活
者
に

近
い
視
点
で
の
商
品
開
発
に
役
立
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

当
社
の
南
部
鉄
器
は
欧
州
を
中
心
と
し
た
海
外

市
場
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
紅
茶
を
い
れ
る
道
具
と
し
て
、
急

須
の
人
気
が
高
い
ん
で
す
。
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

平
た
い
フ
ォ
ル
ム
と
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
使
い
な
ど
、

あ
ち
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン

に
変
え
て
は
い
ま
す
が
、
南
部
鉄
器
の
良
さ
は
決

し
て
損
な
わ
な
い
モ
ノ
作
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

　

及
源
で
は
、
売
り
上
げ
全
体
の
お
よ
そ
２
割
を

海
外
輸
出
が
占
め
て
い
る
と
い
う
。日
本
人
は
、〝
伝

統
的
な
も
の
＝
使
い
に
く
い
〟
と
い
う
固
定
概
念

が
強
い
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
伝
統
工
芸
品

を
作
り
続
け
て
い
る
と
、
自
信
を
な
く
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
海
外
市

場
と
向
き
合
い
続
け
て
い
る
の
だ
と
、
及
川
さ
ん

は
教
え
て
く
れ
た
。	

 

「
と
く
に
、
伝
統
を
尊
重
し
て
い
る
欧
州
の
方
た

ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、〝
伝
統
産
業
を

守
る
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
い
〟
と
、力
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。『
上
等
焼
き
』
製
法
を
用
い
た
上
等

鍋
な
ど
は
、
塗
装
が
な
く
て
も
錆
び
に
く
く
、
素

材
が
再
生
可
能
と
い
う
点
か
ら
、
環
境
へ
の
関
心

が
高
い
海
外
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。『N

aked 
Pan

（
裸
の
鍋
）』
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ム
で
人

気
を
集
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。
こ
う
し
た
海
外
で
の

評
価
に
よ
っ
て
、
日
本
の
お
客
様
に
も
注
目
さ
れ
、 

を
崩
さ
ず
、
去
っ
て
い
っ
た
昔
気か

た
ぎ質
の
職
人
も
少

な
か
ら
ず
い
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
痛
み

と
引
き
換
え
て
の
伝
統
工
芸
の
進
化
は
、
必
要
な

こ
と
だ
っ
た
。
以
降
、及
源
の
鉄
器
は
品
質
、機
能
、

そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
性
を
含
め
、
国
内
外
で
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 

「
技
術
革
新
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
簡

単
・
便
利
・
使
い
捨
て
と
い
う
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
、

闇
雲
に
対
応
す
る
モ
ノ
作
り
は
し
ま
せ
ん
。
そ
の

代
わ
り
、
使
う
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
、
新
し
い
商
品
開
発
に
は
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
飾
り
物
で
は
な
い
、『
幸
せ
な
食
卓
の
パ
ー

　

今
を
遡
る
こ
と
９
０
０
年
余
り
。
奥
州
藤
原
氏

が
平
泉
に
栄
え
た
平
安
時
代
後
期
に
、近
江
国（
現

在
の
滋
賀
県
）
よ
り
伝
わ
っ
た
鋳
造
技
術
が
こ
の

地
に
根
付
き
、
南
部
鉄
器
の
源
流
と
な
っ
た
。
岩

手
県
奥
州
市
水
沢
区
に
は
、
当
時
の
鋳
造
文
化

を
継
承
し
、
庶
民
的
で
実
質
的
な
鉄
瓶
や
鉄
鍋

を
作
り
続
け
る
鋳
造
業
者
が
数
多
く
集
ま
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
及
源
鋳
造
株
式
会
社
も
、
江
戸
時

代
の
創
業
よ
り
１
６
１
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
刻

む
、
老
舗
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

 

「
鉄
は
表
面
温
度
が
高
く
保
温
性
が
非
常
に
優
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
鉄
鍋
で
作
る
料
理
は
う

ま
味
を
素
早
く
閉
じ
込
め
て
逃
が
さ
ず
、
鉄
瓶
の

中
の
お
湯
は
い
つ
ま
で
も
冷
め
に
く
い
。
厚
手
の

南
部
鉄
器
だ
か
ら
こ
そ
成
せ
る
技
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、20
年
で
も
30
年
で
も
、１
０
０
年
で
も
使
っ

て
い
た
だ
け
る
の
も
、
鉄
器
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

そ
れ
に
、
壊
れ
た
ら
溶
か
し
て
再
生
で
き
る
、
エ

コ
な
道
具
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
し
か
し
人
々
の

生
活
は
変
化
し
、
南
部
鉄
器
の
良
さ
は
脇
に
置
か

れ
た
ま
ま
、
重
い
と
か
、
手
入
れ
が
大
変
だ
と
い

う
部
分
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
皆
さ
ん
が

求
め
る
利
便
性
を
追
求
し
、
軽
量
化
す
る
た
め
に

鉄
を
薄
く
し
た
り
、
テ
フ
ロ
ン
加
工
を
施
し
た
の

で
は
、
南
部
鉄
器
の
良
さ
は
失
わ
れ
ま
す
」

　

及
川
さ
ん
は
ま
ず
、
鉄
器
と
は
切
り
離

せ
な
い
〝
錆
〟
の
抑
止
に
よ
る
品
質
の
向
上

に
着
手
し
た
。
古
く
か
ら
鉄
瓶
に
は
、
高

温
の
木
炭
の
中
で
焼
き
、
酸
化
皮
膜
を
付

け
て
錆
び
に
く
く
す
る
「
金
気
止
め
」
と

い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
豊
富
な
木

材
資
源
と
鉄
と
の
有
機
的
な
結
合
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
手
法
は
職
人
の
手
と
勘
に
頼

る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
不
安
定
な
面
も
あ
っ

た
と
い
う
。

 「
そ
こ
で
、
錆
や
酸
化
皮
膜
に
関
す
る
専
門

及
源
鋳
造

及川久仁子
おい かわ く に こ

代表取締役社長

さん

伝
統
と
進
化
の
融
合
で

海
外
消
費
者
の
心
も
つ
か
む

南
部
鉄
器
の
老
舗

現
代
の
ニ
ー
ズ
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く

｢

幸
せ
な
食
卓
の
パ
ー
ト
ナ
ー｣

を
目
指
す

家
で
あ
る
、
岩
手
大
学
の
矢
代
仁
先
生
に
ご
指
導

を
い
た
だ
き
、
金
気
止
め
を
進
化
さ
せ
た
緻
密
で

均
一
な
酸
化
皮
膜
を
形
成
す
る
方
法
を
開
発
。
伝

統
を
超
え
た
『
上
等
焼
き
』
製
法
を
完
成
さ
せ
、

特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
寸
法
精
度
の
高

い
鉄
器
作
り
の
た
め
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
を
用
い
た
型

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

職
人
の
技
に
の
み
頼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
数
値
化・

見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
高
品
質
の
鉄
器
作
り

の
平
準
化
が
可
能
に
な
っ
た
ん
で
す
。
数
値
を
把

握
し
た
モ
ノ
作
り
を
行
う
こ
と
で
、
納
期
も
格
段

に
早
く
な
り
、
在
庫
管
理
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま 

し
た
」

甘
え
を
捨
て
る
必
要
が
あ
っ
た
と
、
及
川
さ
ん
は

言
う
。
手
作
り
の
伝
統
工
芸
品
だ
か
ら
、
完
成
度

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
そ
の
よ

う
な
レ
ベ
ル
に
甘
ん
じ
て
い
て
は
、
南
部
鉄
器
は

人
々
の
生
活
か
ら
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か
る
。
賛
同
し

て
く
れ
た
職
人
も
多
か
っ
た
が
、
猛
反
発
の
姿
勢

南
部
鉄
器
の
良
さ
を
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外

展
開
に
は
た
く
さ
ん
の
外
部
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
当
社
で
は
、
シ
ェ
フ
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
立
場
の
方
々
と
連
携
し
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
の

地
域
で
伝
統
産
業
を
守
り
続
け
て
い
る
と
、
ど
う

し
て
も
視
野
が
狭
く
な
る
の
で
、
積
極
的
に
他
の

業
界
の
方
と
つ
な
が
り
、
柔
軟
に
情
報
収
集
す
る

こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　

今
後
の
最
重
要
課
題
は
、〝
伝
統
の
継
承
者
の

育
成
〟
で
あ
る
と
い
う
。

 

「
職
人
が
高
齢
化
し
て
い
る
今
、
若
い
人
材
の
育

成
が
急
務
で
す
が
、
時
間
も
お
金
も
か
か
る
た
め

一
企
業
で
は
難
し
く
、
行
政
の
助
け
が
必
要
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
期
待
し
て
待
っ
て
い
る
だ

け
で
は
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
社
で
は
伝

統
技
法
の
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
独

自
に
若
手
職
人
の
育
成
を
実
施
。
こ
れ
が
行
政
の

目
に
と
ま
り
、２
０
１
２
年
か
ら
補
助
金
を
頂
き
、

さ
ら
に
も
う
一
人
職
人
の
卵
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
日
本
の
伝
統
に
立
脚
し
て
こ
そ
の

伝
統
産
業
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
今
後
も
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

職
人
技
の
み
に
頼
ら
ず

数
値
化
で
鉄
器
作
り
の
進
化
を
図
る

株
式
会
社昔ながらの鉄瓶を守りつつ、商品

開発も活発。上は発売開始２年
で５万個を売り上げたヒット商品 

「タミさんのパン焼器」

ジンギスカン鍋や鯛焼き器など
暮らしを楽しめる鉄器がそろう

伝承プロジェクトの一期生である
佐伯悠介さんは入社３年目

和と洋が融合したモダンなデザインと色合い
が特徴の海外向け南部鉄器
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今月のニュース

「公共建築木造工事標準仕様書」を発行

「HOUSE VISION」展　東京・お台場で開催中

　

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
官
庁

営
繕
部
は
、
低
層
の
木
造
事
務
所

な
ど
の
官
庁
施
設
を
建
設
す
る
際

の
基
準
を
定
め
た
、「
公
共
建
築

木
造
工
事
標
準
仕
様
書
」
を
、
２

月
19
日
に
発
行
し
た
。
２
０
１
０

年
に
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
が
成
立
し
た
が
、
木
造
建
築

に
関
し
て
は
、
住
宅
を
対
象
と
し

た
統
一
基
準
「
木
造
建
築
工
事
標

準
仕
様
書
」
し
か
な
か
っ
た
。
し

か
し
事
務
所
用
木
造
建
築
物
は
、

３
階
以
下
の
小
規
模
低
層
で
あ
っ

て
も
、
住
宅
に
比
べ
荷
重
が
か
か

る
。
そ
の
た
め
、
木
造
で
あ
っ
て

も
事
務
所
と
し
て
使
う
場
合
は
、

構
造
計
算
が
必
要
と
な
る
。

　

今
回
、
工
事
仕
様
を
全
面
的

に
見
直
し
、
国
や
独
立
行
政
法

人
が
事
務
所
な
ど
を
木
造
化
す

る
場
合
の
統
一
基
準
を
新
た
に
策

定
し
た
。
今
ま
で
使
用
し
て
い
た

「
２
０
１
０
年
版
木
造
建
築
工
事

 「
家
」
を
多
様
な
産
業
の
交
差
点
と

し
て
見
立
て
、
建
築
家･

研
究
者
、

企
業
、
行
政
が
研
究
会
を
重
ね
て

き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「H

O
U

SE 
V

ISIO
N

」
で
は
、
３
月
２
日
か

ら
24
日
ま
で
、
東
京
・
お
台
場
で 

「H
O

U
S

E
 V

IS
IO

N
 2

013 
TO

K
YO

 EX
H

IBITIO
N

」
を
開

催
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
新
し
い

標
準
仕
様
書
」
か
ら
大
幅
変
更
と

な
っ
て
い
る
。

　

仕
様
書
で
は
特
に
４
章
か
ら
８

章
の
「
木
造
工
事
」「
軸
組
構
法

（
壁
構
造
系
）
工
事
」「
軸
組
構
法

（
軸
構
造
系
）
工
事
」「
枠
組
壁
工

法
工
事
」「
丸
太
組
構
法
工
事
」

の
内
容
が
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、新
設
の
「
防
水
工
事
」

の
章
の
ほ
か
、「
木
工
事
」か
ら「
植

栽
工
事
」ま
で
14
の
工
事
を
扱
い
、

建
具
な
ど
も
全
面
的
な
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

　

軸
組
構
法
の
材
料
に
つ
い
て
記

載
し
た
項
目
で
は
、
製
材
は
「
目

視
等
級
区
分
構
造
用
製
材
」「
機

械
等
級
区
分
構
造
用
製
材
」「
広

葉
樹
製
材
」「
無
等
級
材
」
な
ど

に
つ
い
て
規
定
を
定
め
た
。

　

仕
様
書
は
４
月
１
日
か
ら
適
用

さ
れ
る
。
内
容
の
詳
細
は
、

http://w
w

w
.m

lit.go.jp/
com

m
on/000987961.pdf

を
参
照
。

常
識
で
家
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う

も
の
だ
。
企
業
と
建
築
家
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
協
働
し
、
７
つ
の
展

示
ハ
ウ
ス
を
通
じ
、
新
し
い
住
ま

い
の
あ
り
方
を
さ
ま
ざ
ま
提
案

し
て
い
る
。

　

住
友
林
業
で
は
、
写
真
家
で
現

代
美
術
家
の
杉
本
博
司
氏
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、
日
本

の
伝
統
的
な
デ
ザ
イ

ン
を
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン

の
間
取
り
に
取
り
入
れ

た｢

現
代
の
数す

奇き

屋や

」

と
、
利
休
作
と
伝
え
ら

れ
る
茶
室
「
待た

い

庵あ
ん

」
を

う
つ
し
た
「
雨う

聴ち
ょ
う

天て
ん

」

を
出
展
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
隈
研
吾
氏
設

計
に
よ
る
会
場
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
や
共
用

テ
ン
ト
内
部
な
ど
の
木

材
調
達
、
施
工
を
担

当
し
て
い
る
。
木
材
は 

一
般
的
に
国
内
に
流
通

す
る
１
０
５
㎜
角
の
国

産
杉
材
で
、
こ
れ
を

井
桁
に
組
み
上
げ
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
デ
ッ
キ
、

回
廊
、
手
摺
、
ベ
ン
チ

な
ど
、
有
機
的
な
空
間

を
構
成
す
る
。
展
覧
会

終
了
後
は
、
東
北
の
復

興
に
役
立
て
る
材
料

と
し
て
、
再
利
用
す
る 

予
定
。

　　　　　　　　　　
最近、風が暖かくなってきて、行き交う人々の服装からも春が近づいている
のを感じます。季節の変わり目は体調を崩し易いとよくいわれます。寒かっ
たり暑かったりと気温の変化が原因といわれていますが、実は違うようです。 
生活のリズムの乱れによる免疫力・抵抗力の低下がきっかけとなり、そこに
気温の変化による自律神経へのストレスが加わり症状が現れやすくなるよう 
です。こういうときこそ規則正しい生活・バランスのとれた食事を意識して 
過ごせるといいですね。 （編集員ＳＳ）

┃編┃集┃後┃記┃

業界ニュース

住友林業ニュース

表紙写真：住友林業  新百合ヶ丘モデルハウス

会 期：2013年３月２日～３月２４日   11:00 ～ 20:00（最終入場受付 19:30）  
会 場：ゆりかもめ（東京臨海新交通臨海線）青海駅前特設会場

	 １章	 一般共通事項
	 ２章	 仮設工事
	 ３章	 土・地業・基礎工事
	 ４章	 木造工事
	 ５章	 軸組構法（壁構造系）工事
	 ６章	 軸組構法（軸構造系）工事
	 ７章	 枠組壁工法工事
	 ８章	 丸太組構法工事
	 ９章	 木工事
1	0 章	 防水工事
1	1 章	 石工事
1	2 章	 タイル工事
1	3 章	 屋根及びとい工事
1	4 章	 金属工事
1	5 章	 左官工事
1	6 章	 建具工事
1	7 章	 塗装工事
1	8 章	 内装工事
1	9 章	 断熱・防露、ユニット
		  及びその他の工事
2	0 章	 排水工事
2	1 章	 舗装工事
2	2 章	 植栽工事

「公共建築木造工事標準仕様書」
 （２０１３年版）目次

「H
O

U
SE V

ISIO
N

」
展
会
場
入
り
口

「
現
代
の
数
寄
屋
」

「	HOUSE VISION 2013 
	 TOKYO EXHIBITION」

広告掲載・製品紹介のご相談、誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

広告募集中！編集室より

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部（三枝・齋藤）
kenzai-monthly@sfc.co.jp
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672
68,617
23,561
24,649

285
20,794
10,067
10,561
60,957
8,332
636

4,303
0

3,393
37,307
31,982

271
19,117
12,473

36
85

公共
民間

持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建

民間資金

公的資金

公営住宅
住宅金融支援機構住宅
都市再生機構住宅
その他住宅

木造

非木造

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

△571
△6,084
△3,187
△2,802
△16
△650
△449
△297

△5,468
△1,187
△572
△488

0
△127

△6,245
△410
△30
144

△544
△14
34

△45.9
△8.1
△11.9
△10.2
△5.3
△3.0
△4.3
△2.7
△8.2
△12.5
△47.4
△10.2

-
△3.6
△14.3
△1.3
△10.0

0.8
△4.2
△28.0
66.7

△233
3,538
1,874
393
57

981
△100
967

3,481
△176
△247
△346

0
417

2,190
1,115
△117
524
681
△30
57

△25.7
5.4
8.6
1.6

25.0
5.0

△1.0
10.1
6.1

△2.1
△28.0
△7.4

-
14.0
6.2
3.6

△30.2
2.8
5.8

△45.5
203.6

1,243
74,701
26,748
27,451

301
21,444
10,516
10,858
66,425
9,519
1,208
4,791

0
3,520

43,552
32,392

301
18,973
13,017

50
51

1,508
78,637
28,216
30,106

344
21,479
10,583
10,806
68,920
11,225

791
4,848
177

5,409
45,749
34,396

894
19,268
14,060

90
84

2,421
81,830
28,894
33,939

354
21,064
10,334
10,656
73,039
11,212
2,190
4,908

71
4,043

46,368
37,883

388
22,976
14,371

91
57

69,289新　  設　   住　  宅　   計 △6,655 △8.8 3,305 5.0 75,944 80,145 84,251

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

１月
対前月比

（%）
対前年同月比

（%）
１２月 １１月 １０月

24,131

7,516

10,864

23,473
23,050

9,578

7,951

26,349

23,481

11,616

8,266

23,234

27,604

12,934

7,678

25,431

2012年 2013年
６月 ７月１月 ２月 ３月 ４月 ５月

822

917
848

896

26,789

9,498

7,700

25,651

903
28,529 29,376

10,845

8,201

24,991

837

11,003

8,412

26,630

８月

28,111

11,675

9,153

28,561

870
888

９月
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863

2012年 2013年
６月 ７月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 10月

12,546

11,157

11月

12,590

11,501

12月

11,856

10,258

11,113

7,438 6,723

2012年
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月１月 ２月 ３月 ４月 ５月

2012年 2013年 2013年
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月１月 ２月 ３月 ４月 ５月

9,578

7,710

8,497

7,876

9,410

7,834

10,534

8,655

11,524

9,162

12,211

８月

9,658

11,361

９月

9,515

11,024

１月

11,710

8,158

季節調整済年率換算（全国）都市圏別
新設住宅着工戸数
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利用…50 の位置注意

建材マンスリー 資料室

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

△は減2013年１月の新設住宅着工戸数
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